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ワ　一　グ　ナ　一

　　　　　一ヴェニスからのがれて

伊藤嘉啓
（1）

　1つの都市もまた，1個々の人間が人格をもつやうに，特徴といふよりは，

個性といった方がい・やうなものをもってみるらしい．とくに，ふるい都市

についてさういへるのであり，イタリアのヴェニスなどは，その最たるもの

の1つである．

　ワーグナーがチューリヒのヴェーゼンドンク家の離れからにげだして，ヴ

ェニスについたのが，（1858年）8月29日の夕方であった．同行のカール・

リッターには，もう何度目かの，なじみの町であったが，45歳のワーグナー

には，はじめて見るヴェニスである．

　このとき，ワーグナーも，リッターもともに，結婚生活がうまく行かず，

妻との別居が2人に共通するヴェニス行きの目的の1つであったが，一方の

リッターが既知の地といふこともあってか，大いにはしゃいで，汽車の窓か

ら帽子をとばして了つたのに対し，ワーグナーの気分は暗かった．

　ワーグナーは，このとき生れてはじめて，ゴンドラを見たのであるが，そ

の第1印象を後年になって，かう回想してみる．

　「ゴンドラには，ほんたうにびっくりした．この奇妙な，真黒にぬった乗

物については，いろいろ聞いてはみたけれども，現物を見たときには，ぞッ

として了つた．黒い布で覆はれた屋根の下に入って行くと，わたしの頭に最

初にうかんだのは，以前に味はつたコレラへの恐怖の印象と同じものだった．

わたしにはペストが流行した時の会葬に参列してみるやうにさへ思へたので
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ある」（『わが生涯』，Gregor－Dellin編，　S．586）

　ゴンドラを枢とか，霊羽車とかに，見立てるのは，何もワーグナーがはじ

めてといふわけではなく，それより早く多くの人が云ってみて，ゲーテもそ

の1人であり（たとへば，グェニスのエピグラムの1節），ワーグナーも，

先に引用した個所からもわかるやうに，ゴンドラについては「いろいろ聞い

てみた」のであるから，ゲーテの詩なども当然，思ひうかんだとおもはれる

が，それにしても，連れのリッターが浮かれてみるのに反して，なぜ，とっ

さに，ゴンドラと死とを結びつけたのであったか．

　ヴェニスは「美と死」の町といはれる　（E．Bertram：1Wθ’z酌θ）．さら

に，より具体的にいへば，それはトリスタンの町である．ワーグナーが，妻

ミンナとヴェーゼンドンク家とのイザコザから，『トリスタンとイゾルデ』

の作曲を1じ中断して，スイスのチューリヒを出発，カール・リッターを伴

って，1とまつヴェニスにとぐまり，この町で，『トリスタン』の作曲をつ

・“ ｯたのは，いって見れば，偶発事件のせみである．ところが，これより約

30年まへに，プラーテン（A，Platen）といふ詩人が，「ヴェニスのソネッ

ト」と称する1連の詩を書いてをり，その中の1つ，「美しいものをこの目

で見たものは，すでに死にとらはれてみる」で始まる詩には，何と「トリス

タン」といふ題が与へられてるる．これは単なる暗合なのか，どうか．それ

とも，そこには，「隠れたる変数」がひそんでみるのか．ペルトラムなどは，

「ほとんど千里眼的」（fast　hellseherisch）と云ってみる．

　同様に，偶然にして，偶然ならざる符号は，ワーグナーがゴンドラをはじ

めて見た時のイメージにも，あてはまる．ゴンドラを，枢，ないしは，霊枢

車と見なして，ワーグナーは一瞬ぞッとしたといふが，まさに，25年号に，

ワーグナーの枢はゴンドラにのせられ，大運河をとほつて中央駅まで運ばれ

て，そこから特別列車で，バイロイトに向つた．ワーグナーの死因は，コレ

ラでも，ペストでもなく，持病の心臓発作ではあったが，すでにこのとき，

ワーグナーは，「千里眼」を使って，25瑞この自分の葬列の状景を，まざま

ざと見てみたかの如くである．

　　　　　　　　　　　　　　　一50一



　ヴェニスの「美と死」の町といふイメージに，『トリスタン』とワーグナ

ーは2重の意味で加担してみる．作品『トリスタンとイゾルデ』では，イゾ

ルデが「美」であり，2人の愛の死が「死」をあらはしてみるし，また『ト

リスタンとイゾルデ』といふオペラが「美」であるとすれば，作者ワーグナ

ー．の死がそれに対応してみるのである．ワーグナーがグェニスで死んでか

ら，20年この1913年，それはまた，ワーグナー生誕からかぞへて，丁ど100

年目にあたるのであるが，この年，トーマス・マンは『グェニスに死す』を

書いて，ヴェニスの「美と死」の町の性格づけに駄目おしともいへる役割を

はたしてみる．

　8月29日，ヴェニスに到着したワーグナーとリッターは，その日は，ホテ

ル「ダニエリ」に宿泊．翌30日に，ワーグナーは，大運河に面したジュステ

ィニァニ荘（PalazzσGiustiniani）といふ広い建物を丸ごと借りて，うつり

住み，午前は仕事，午後は散歩かゴンドラ乗り，食事はレストラン「サン・

マルコ」でとり，夜はカール・リッターやこ・で知合つたロシアの侯爵ドル

ゴルキー（F丘rst　Dolgorukij）と共にすごした．

　ワーグナーは，はじめ，こ・でブッダを主人公にした『勝利者』（D飽

S勿g〃）の草稿を拡大して，作品にしようかと考へたのであるが，それはう

まく行かなかった．ある眠られぬ夜であった．明けがたの3時ごろ，ワーグ

ナーはバルコニーに飛びだして行った．昔から有名なゴンドラの舟唄を，は

じめて聞いたからである．それは，2つの方向から，かけ合ひで唄はれるの

であったが，「しばしば，かなりの間隔をおいて，この奇妙に物悲しい掛け

合ひは繰返へされた」（『わが生涯』，S．592）．それからも，ゴンドラの舟唄

は，ワーグナーに幾度か感銘を与へ，『トリスタン』第3幕の冒頭に出てく

る牧人のホルン（オーケストラではイングリッシュ・ホルン）の長く引きの

ばされたメロディーには（譜1），ゴンドラの舟唄の哀調をおびた響きが反

映してみるであらう，とワーグナー自身も回想してみる．

　かうして，ワーグナーは，おそらくは，いま・で述べて来たやうな意味

で，ヴェニスといふ都市が，何よりも『トリスタン』にふさはしかったから
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譜1

であらう，（『勝利者』ではなく），結局，この愛（美）と死のオペラを，ふ

た・び，取りあげることになる．9月3日，ワーグナーは，マティルデへの

手紙形式の日記（Venezianisches　Tagebuch）に，

　「こ・で，トリスタンは完成します一世間のあらゆる荒波と戦って．そ

して，もしも出来ればの話ですが，それを持って，あなたに会ひ，なぐさめ，

幸福にするために，帰ります」

と，書きつけてみる．しかし，実際に，ワーグナーが『トリスタン』に手を

つけたのは，それから1ケ月半たった10月15日であり，具体的には，第2幕

のオーケストラ・スケッチからであった．

　どうにか仕事は再開されたもの・，いろいろの障害がワーグナーをわづら

はす．第1に，肉体上の障害．5年目への53年9月，ジェノヴァで罹った赤

痢，ワーグナーのことばを借りれば，それ以来すつかりなじみのこの病気

が，またこ＼に来て姿をあらはしたし，さらに，ヴェニスの気候風土のため

に，悪性のデキモノが脛にでき，はじめは，大したこともないであらうと，

高をく＼つてかるく見てみたところ，たちまち，耐へられぬほどに痛みだ

し，4週間も医者に通はねばならなかった．

　仕事をさまたげる第2の原因は，政治的なものであった．グェニスは，

1814年いらい，オーストリア領になってみた．たfし，ドイツ連邦からはの

ぞかれてをり，そのために，ワーグナーは，グェニスは差支へなし，と判

断したのである．ところが，オーストリアの警視総監ケンペン　（Johann
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Kempen　von　Fichtenstamm，1793－1863）は，　ワーグナーが8月29日に

ヴェニスについたとの情報を手にいれるや，たゾちに，当地の警察に対し，

「作家兼作曲家であるザクセンからの逃亡者ワーグナーは，ヴェニスに滞在

するか．するならば，いかなるパスポートで，また，いかなる目的で？」

と問合せてよこし，ワーグナーその人に間違ひないとの報告をうけると，

この事実を，外務大臣ブオールーシャゥェンシュタィン　（Karl　von　Buoレ

Schauenstein，1797－1865）につたへ，ドレスデン暴動の首謀者の1人で

あるワーグナーが，わが帝国内に居住してみることに対する警察の側からの

心配は，しばらく措くとしても，ザクセン政府は，オーストリアがこの件を

黙認するのをこ・ろよく思はぬであらう，とワーグナーのグェニスからの追

放を進言した．

　しかし，外務大臣ブオール伯爵は，この意見を，警察が容啄すべき問題で

はないと，容れなかった．ブオールにしてみれば，大国オーストリアが中小

国の1つに過ぎないザクセンに，そこまで気を使ふ必要はない，と判断した

のである．た・“，ドレスデン駐在のオーストリア代理公使をして，ザクセン

政府に，ワーグナーはグェニスにをり，6ケ月ないし1年の滞在を希望して

みるが，オーストリア警察が厳重に監硯してみる旨を事務的に報告させたゾ

けであった．

　グェニスの警察当局は，（本国の警視庁とはちがひ），おそらくはワーグナ

ーのオペラへの愛好のためであらうが，ワーグナーに対して，大へん好意的

であり，警察参事官クレスピ（Angelo　Crespi）は，9月5日，ウィーンの

警覗総監にあて・，前日4日のワーグナー滞在の短い報告につずいて，や・

長いコメントを書き送ってみる．

　「ワーグナーは，いはゆる未来の音楽の創始者として，音楽的・芸術的運

動の最尖端に立ってるるといふことは，よく知られてみるところでありま

す．ワーグナーのオペラ作品は，『ローエングリーン』が，近ごろ，ウィー

ンの宮廷オペラ劇場で，大好評のうちに上演されたのち，しだいしだいにド

イツ中の大抵は宮廷劇場で，いつも変りない評価をえてをりますし，この作
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曲家を認める数多くの声に事欠きません．

　医師たちは，数年まへから，南の暖い地方への転地をす㌧めてゐました

が，仕事熱心のあまり，それに耳を貸しませんでした．ところが，健康がお

びやかされ，ぐつぐつしてみると危険な状態になり，精紳的にも，肉体的に

も，ぜひ，休養が必要となりましたので，たうとう，ヴェニスに，しばら

くのあひだ，滞在したいと思立つたのでありまして，当地では病人らしく

生活してをり，他との交際は一切避けて居ります……」（W．Lippert：R．

W〃gπθ7sγ6γ∂伽η鰯g微4R髭6々々6加，　S，100）

　クレスピのこの配慮がなかったら，ワーグナーはグェニスで『トリスタ

ン』の作曲をつ・“けられなかったであらうから，後世のワーグナー愛好者

は，この警察参事官に感謝しなければならぬ，といふのが，アーネスト・ニ

ューマンの意見であるが（E．Newman，　P「09η67五，　S．563），それは，

とりもなほさずヴェニスは『トリスタン』作曲のために，他のどこよりも，

ふさはしい土地であったと云ってみるとも，とれなくもない．

　ワーグナーを取りまく環境は，かういふやうに，必ずしも快適とはいへな

かったけれども，『トリスタン』の作曲は，とにかくも，す・められた．そ

の問，ワーグナーは，ずっと，例のマティルデへの手紙形式の日記を書きつ

ずける．それは，『トリスタン』の仕事をするためには，必須のことだった

と思はれる．ワーグナーは，マティルデへの思ひを，彼女に擬似手紙を書く

ことによって，さらに燃え上らせ，そして，定着させ，それを原動力とし

て，作品の製作にいそしんだのである．

　わたしたちは，幸ひにも，この日記が残ってみるために，『トリスタン』

の進捗状況もわかるし，また，それは，作品『トリスタン』へのコメントに

もなってをり，このオペラの理解を助けてくれる．たとへば，

　「今日，ヴィレさん（エリーザ・グィレ）から手紙が来ました．あなたの

ことについての初めての知らぜです．あなたは，落ちついて，冷静に，諦め

に徹する覚悟ださうですね！　親，子供たち一義務，……あなたを思ふと，

わたしには，親も，子供たちも，義務も，意識から飛んで了ひます．わたし
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には分ってるます．たず，あなたが私を愛してみるといふこと㍉この世の

気高いものは全て不幸であらねばならぬといふこと，が．……」（9月5日）

　そして，12月8日には，

　「昨日から，再び，トリスタンに取り組んでゐます．まだ，不相変，第2

幕です．しかし，一これは，どういふ音楽だ！　わたしは一生涯なほ，こ

の音楽に手を加へて行くことも出来るでせう．……これまでに，このやうな

ものを創ったことはありません．とにかく，この音楽にすっかり溶込んでみ

るのです．これが，いつ，完成するにせよ，もはや，これについては何も聞

きたくありません．わたしは，この音楽の中に永遠に生きるのです」

　ワーグナーのこのやうな告白は，何度も繰返すやうに，それはマティルデ

への手紙のかたちをとってはみるもの～，実際には，マティルデの手にと“

けられたのではなく，たぐ，ワーグナーにしてみれば，書く行為それ自体に

意味があったのである，ところで，1度だけ，ワーグナーはマティルデに本

当に手紙を送ったが，それは開封されぬま・，返送されて来た（9月2日）．

しかし，これをもって，マティルデ，ないしは，ヴェーゼンドンク家とワー

グナーが紹交状態だつたと思込むのは早計である．

　（1858年）10月13日には，グェ一斗ンドンク夫妻の次男グィード（Guido）

が死に，その死亡通知が，ワーグナーの許にと“いてるる．オットー・ヴェ

ーゼンドンクとマティルデは，1848年に結婚，49年に長男が生れたが，4ケ

月で死亡してみる．グイードは，その次の子で，55年9月13日の生れであ

る．55年といへば，ワーグナーは，前年54年には，『ワルキューレ』第1幕、

の作曲をす・めながら，合計16の暗号化した略号を楽符の余白に書込み，マ

ティルデへの愛を告白してみるし，『改訂ファウスト序曲』に，「愛する女友

だちのために」といふ献辞をそへたのは，55年1月であったから，ワーグナ

ーとマティルデのあひだは，もう可成り親密になってみたころにあたる．

　ワーグナーは，この子グイードについては，すこし特別の記憶をもつてみ

る．ヴェーゼンドンク夫妻が，ワーグナーに，天折した長男のあと6年目に

やっと生れた息子グィードの軽質になってもらひたい，と希ったのである
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が，ワーグナーは，この子に不幸をもたらすかもしれない，といふ口実のも

とに，この申出をことわった経緯がある．

　年をこえると（59年），ヴェーゼンドンク家とワーグナーのあひだは，さ

らに修復され，1月19日からは，ワーグナーのマティルデあての手紙もとず

くやうになり，『トリスタン』の第2幕のオーケストラ・スケッチがすんだ

3月10日半は，

　「やっと，わたしは昨日，大きな（音楽上の）難問であり，誰にとっても

分りにくい第2幕を・へました．いま・でになかったやうな仕方で，この課

題を解決したと思ってをります．これは，わたしのこれまでの芸術の最高峰

です」

と書送ってみる．

　グェニス警察の配慮のおかげで，ワーグナーは，ヴェニスに居留が，可能

だつたのであるが，59年2月になると，ウィーンの警視総：監は，つひに，ワ

ーグナーのグェニスからの退去を指示して来た．

　これについて，ワーグナーは，『わが生涯』の中に，つぎのやうに述べて

みる．

　「それより少しまへ，わたしは警察に丁重に呼出され，率直に知らされた

ところによると，オーストリア領内に私が滞在してみることに対して，ウィ

ーンのザクセン大使館から，たえず，つつかれてみるといふのである．た

ず，春が来るまで滞在を延ばしたいだけだと云ふと，医者の診断書を見せ，

健康上の理由からといって，そのころ，ミラノに総督として駐在したマクシ

ミリアン大公にたのみ，その許可を得ては，と教へられた．私がこれを実行

すると，大公は，たずちに，グェニス当局に電報で，私をそっとしておくや

うに，と指示された」（S．596）

　しかし，政治的な緊張はますます高まり，他国人に対する監覗も厳しさを

まして行った．ワーグナーは戦闘が間近かなのを察知し，それにまきこまれ

ぬやうにと，グェニスを引払って（3月24日），イタリアのミラノに向つた．

（カール・リッターはイタリアにと・“まり，フィレンツェからローマへ足を
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のばした．）

　1850年代，イタリアがか㌧へる最大の課題は，祖国の統一であった．52

年，サルデニア王国の首相となったカグール（C．B．　Cavour）は，サルデ

ニアを盟主としたイタリアの統一をはかったが，オーストリア領となってみ

るロンバルディアとグェニスとが，その際の大きな障害となった．カヴール

はサルデニア王家の故郷であるサヴォィとニースを割譲するとの条件で，フ

ランス（ナポレオン3世）と手を組み，オーストリアとの開戦にふみ切っ

た．それは，59年4月29日であり，ワーグナーのヴェニス出発から1ケ月し

か経ってるない．49年のドレスデン暴動のときの行動といひ，今度といひ，

ワーグナーの状況判断の正しさを示してみるであらう．

　サルデニア・フランス軍：は，マジェンタやソルフェリーノで勝利を、さめ

たが（6月4日および6月24日），サルデニアの強大化をおそれたナポレオ

ン3世が，とつぜん，オーストリアと単独で休戦し，グィラフランカ条約を

むすび（59年7月11日），ロンバルディアだけは，サルデニアとの併合を認

めたもの㌧，グェニスはオーストリア領のま・としたのである．

　この戦孚は，ワーグナーにとって，ヴェニス滞在をや～縮少したぐけにす

ぎないやうに見えるが，そればかりでなく，2年この『タンホイザー』スキ

ャンダルにまで尾を引いてみるといふ見方もある．

　1861年3月13日は，ワーグナーには，忘れられない日の1つである．この

日，皇帝ナポレオン3世の命令のもとに，『タンホイザー』が，パリのオペ

ラ座で上演されたのであるが，フランス貴族の親睦会であるジョッキー・ク

ラブの会員数名が，しめし合せておいて，とつぜん，バカ笑ひをして，この

舞台を妨害した．間もなく，この事件をめぐって，出来過ぎたやうな噂がひ

ろまった．それは，『タンホイザー』のパリ・オペラ座での上演は，先にふ

れたヴィラフランカ条約の秘密条項に入ってみたといふのである．ワーグナ

ーはドレスデン暴動にも参加した政治的危険人物であり，そのオペラを，芸

術の都であるパリの，それも最も権威あるオペラ座で，物笑ひの種にするの

が，オーストリア側の意向だつた，と理由づけられてるるのであるが，真偽
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はともかく，さうした風評があったのは，事実であり，ワーグナーとイタリ

ア統一生酒との関係は，意外に，ふかい．

（2）

　（1859年）3月25日，ワーグナーはミラノでレオナルドの「最後の晩餐」

を見，夜はスカラ座に行ってみるが，その日のだし物は新進作曲家のつまら

ないオペラだつた，と云ってみる．ワーグナーは，こ～からマティルデにあ

て、，

　「ヴ土ニスは，すでに，お伽話の中の夢のやうに思へます．一わたしが

そこで音にしておいた夢を，いっか聞いてみて下さい」と，書いてみる．こ

のことばからも，ヴェニスが『トリスタン』第2幕を作曲するのに，打って

つけめ場所だつたことがわかる．

　26日には，ミラノをたち，コモ，ルガノをとほつて，ゴットノ・ルト峠をこ

え，3月28日に，（スイスの）ルツェルンに入り，ホテル「シュグァイッァ

ー・ホーフ」に宿泊．寒くて，雨の日がつずき，天候はあいにくだったが，

幸ひにも，このホテ・レは夏の避暑用のものであり，いまは全館ガラ空きであ

るから，別館全部をワーグナーが使ってもよい，といふので，しばらくのあ

ひだ，こ・に落ちついた．こ・に着いて，4日目の4月2日越は，チューリ

ヒに行き，グェーゼンドンク家を訪れてみる．去年の8月17日，「かくれ家」

を出てから，やく8ケ月ぶりの訪問であった．再会は「重い気分」だった

が，しかし，「何のこだはりもなく」と，ワーグナーは云ってみる（『わが生

涯』，S．600）．ルツェルンにみるあひだに，なほ何度か，ワーグナーはヴェ

ーゼンドンク家をたつね，ヴェーゼンドンク夫妻もまた，ワーグナーの誕生

日（46歳）をふくめて2回ルツェルンにやって来て，ワーグナーの訪問にお

返しをしてみる．かうして，ワーグナーとヴェーゼンドンク家との関係は，

一応，元にもどり，以後この関係はワーグナーの死までつずく．
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　グェニスからの荷物一1ばん大事なのは，ピアノであったが，それもと

“き，ワーグナーが仕事を再開したのは，4月9日である．いよいよ『トリ

スタン』第3幕の作曲である．おそらくは，それから数日ごと思はれるが

（日附がないので分らない），マティルデへの手紙に，

　「このトリスタンは，何か恐しいものになります！　この最終幕は！……

まつい上演によって全体がパロディ化されなければ，このオペラは禁止にな

るのではないかと心配します．一たず，まあまあの一ヒ演だけが，わたしを

救ってくれる！　完全によい上演は，人々を狂気にするに遠ひありません．

一わたしはさう思はざるをえないのです」と，書いてみる。ボードレール

は，ワーグナーの芸術を評して，私たちを，「重さの絆から解き放つ」と云

ったが（「ワーグナーと『タンホイザー』のパリ公演」），日常の規範（重さ）

から解放された人々は，いは“「狂気の人」である．事実，ワーグナー愛好

者の代表的人々の何人かは，狂気に落込んだ．ニーチェがさうであり，ルー

トヴィヒ2世がさうであり，三島由紀夫もまた，その例に入れてい～かもし

れない．かうしたワーグナーのオペラの中でも，最も私たちを狂気に誘って

やまぬのは，作者ワーグナーも気づいてみるやうに，何といっても，この

『トリスタン』であらう．

　このころ，ワーグナーは腹の具合がよくなく，キッシンガー水をのみ，朝

の散歩が疲れて，仕事にも支障をきたすため，ホテルの馬を借りて，それに

乗って散歩してみる．さうした状態だつたので，仕事の方は，あまりはかど

らず，4月，5月そして6月の半ばまで来ても，第3幕の半分にもならなか

った．た・“そのあひだに，6月7日，リギ山に登ったワーグナーは，アルプ

ス・ホルンの音を聞き，『トリスタン』第3幕の最終場，イゾルデの船がや

って来るのを知らせる（この幕の冒頭の哀調をおびたもの・対となってみ

る）陽気なメロディー（譜2）へのヒントを掴んでみる．さうしてるるうち

に，ホテルが宿泊客で立込むシーズンになり，ワーグナーはそれまで使って

みた別館をあけわたして，本館の3階の部屋に移った．天候はよ．くなり，爽

かな晴天の日がつゴき，8月はじめには，大体の作曲がをはった．
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譜2

　Molto　animato．　staccato

　ルツェルンでは，ホテル住まひだったし，仕事も一段落したので，ワーグ

ナーは次の落ちつく場所をさがし始めた。いろいろ考へたすゑ，リストから

のす・めもあって，ワーグナーは行先をパリと決定した．「何ものにも妨げ

られずに住めるのは，パリであり，そこ以外のどこにも，生々とした芸術家

の生活を十分に享受出来るところはない，と私は確信した」（『わが生涯』，

S．604）

　（1859年）9月6日，ワーグナーはルツェルンを出発，まつチューリヒに

行き，グェーゼンドンク家をたつね，そこに3日滞在，ヘルヴェーク，（『線

のハインリヒ』の作者）ケラー，ゼンパーなどに会ってみる．いつれも，ワ

ーグナーのチューリヒ時代，ヴィレ夫妻のサロンに顔を出してみた人々であ

る．ワーグナーは，パリに行ってからの生活費も工面しなければならず，こ

・で，ヴェーゼンドンクに『指環』のスコアの版権を各回6000フランで売っ

て，何とかその方面の解決をみた．『ラインの黄金』と『ワルキューレ』の

分は11月2日に，未完成の『ジークフリート』の分は11月7日に，そして，

翌60年2月1日には，『神々のたそがれ』の分まで，結局，ヴェーゼンドン

クは，ワーグナーに，合計2万4000フラン渡したのである．

　ワーグナーが，パリに到着したのは，9月11日か，12日と思はれる．15日

には，Avenue　de　Matignon　Nr．4に部屋をかり，10月2日には，別居し

てドレスデンにみる妻ミンナへの手紙には，「大きな成功を期待してもい＼

やうに思へます」と書いてみる．

　ワーグナーは，いつもパリに「大きな期待」をもって行ってみる．20年ま

への最初のパリ行きが，さうであったし，今度もまた……　それにワーグナ

ーは，正確に10年ごとにパリに住むはめになるのも，奇妙である．第1回目
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が1839年，第2回目は，49年目ドレスデン暴動からの逃亡先としてのパリで

あったが，この時はコレラ騒動のため，たった8日間の滞在に過ぎなかった

けれども．そして，3回目が59年の今度である．

　10月20日には，Rue　Newton　Nr．16に引越した．これは小さな庭のある

「あづま屋」風（pavillonartig）の家で，家賃は年4000フランであった．

（この数字から，グェ一義ンドンクに売った版権の代金，1篇6000フランの

価値が，どれくらみかずわかる．）そのころ，最新作『トリスタン』の上演

が，あるいは可能かと，はかない希望を托してみたカールスルーエから連絡

が入り，トリスタンを歌ふテノール歌手が見つからないから，上演出来な

い，と云って来た．パリ到着1ケ月半にして早くも味はつた挫折の第1弾で

ある．

　ワーグナーと妻ミンナとが，チューリヒのグェーゼンドンク家の離れであ

る「かくれ家」から，あのやうにして，1人はグェニスへ，1人は故郷のド

レスデンへ，わかれわかれになって暮して，1年以上がたってみた．ワーグ

ナーは，もう1度，ミンナーと一緒に生活したいと，まへまへから思ってみ

たのであるが，丁どい＼時期とおもひ，ミンナにその旨を伝へてやった。

　11月17日，ミンナは犬と鵬鵡をつれて，パリにやって来た．ワーグナーの

友人で，ドレスデンの医師プジネリ　（Anton　Pusinelli，1815－1873）の診

断によれば，ミンナの病状は，心臓疾患であり，不整脈，呼吸困難が認めら

れ，顔色がわるく，表情に落ちつきがない，とされてみる。これは肉体的な

病気にくはへ，家庭内の不和も，大きく影響してみたであらう．ワーグナー

は，ミンナの「妹」（と云ってみた，彼女の未婚時代の娘）も一緒でもよい，

と云ってやったが，このナターリエは，ついて来なかった．

　ニュートン通りの家で，ワーグナーは女中と下僕までやとって，ミンナを

呼びよせたのである．それは，病気のミンナの家事の負担を少しでもかるく

しょうといふためであった．ところが，ミンナには，この贅沢が気に入らな

かった．ワーグナーがやとっておいた使用人とも気があはず，間もなく，こ

の2入には暇をだして了ひ，自分がつれて来たシュワーベン生れの女中だけ

一61一



を残した．1年3ケ月ぶりの共同生活であったが，再開早々から，それは波

瀾ぶくみだったのである．

　12月，出版社のショット社（Schott）とのあひだに，『ラインの黄金』の

スコアの版権を，1万フランで売りわたす契約が成立．しかし，ワーグナー

は，すでに，グェ日岡ンドンクに，この曲を6000フランで売ってをり，ヴェ

ーゼンドンクには，その額を返金することにした．ワーグナーは，このショ

ット社からの金で，音楽会をひらき，パリでの成功の手が・りを掴まうとし

たのである．

　明けて，1860年．1月21日，ワーグナーは，『トリスタン』の総譜を，ベ

ルリオーズに送ってみる．ベルリオーズこそ，自分の新しい音楽を理解して

くれる人，と思ったからである．しかし，そのベルリオーズにも，『トリス

タン』音楽の斬新さは，理解出来なかった．まして，ワーグナー・コンサー

トの練習をしてみた演奏家たちにおいては，いふまでもない．この音楽会の

プ・コグラムに入ってみた『トリスタン』前奏曲について，ワーグナーは，か

う云ってみる．

　「この小さな前奏曲は，楽団員たちにとって，理解出来ないほど，新しか

ったので，暗い穴で宝石をさがすやうに，この人たちに，1丁々々数へてや

らねばなりまぜんでした」（60年1月28日，マティルデあて書簡）

　ワーグナー・コンサートは3夜おこなはれ，第1回目は，1月25日であっ

た．会場はイタリア劇場，出しものは，『タンホイザー』と『オランダ人』

の序曲，『ローエングリーン』からの抜葦曲，そして，『トリスタン』前奏曲

などであり，ワーグナーが全部，暗譜で指揮したのが，まつ，皆をおどろか

した．新聞での評判は，概して，よくなかった．中には，「ワーグナーは，

メロディもなく，リズムもなく，形式もない音楽を作る」と書いたのもあっ

た（Gregor－Dellin，　R．フ70g％67，　S．460）．新聞で一斉に非難されたのは，

ワーグナーが，ジャーナリズム関係者に招待状を送らなかった・めの反感か

らであったとも云はれてるる．ワーグナーは先にロンドンに演奏旅行したを

りにも，音楽担当の記者に挨拶しておくやうにと注意されたにもか・はら
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ず，それをことわってをり，今度もまた，新聞記者に膝を屈しなかった結果

である．

　2月7日には，ベルリオーズの批評が，．「ジュルナール・デ・デバ」誌に

発表された．その中で，ベルリオーズは，『タンホイザー』や『ローエング

リーン』からの曲はほめたが，例の『トリスタン』前奏曲については，「こ

の奇妙な作品のスコアは，何度も読み，この曲の意味を知らうと，細心の注

意をもつて聴いてみたのであるが，正直のところ，作曲者がこれで何を意図

したかを掴むことは出来なかった」と書いてみる．

　演奏会は，第2回目が，2月1日に，第3回目は，2月8日に行はれ，都

合3回でを．はったのであるが，楽屋裏の収支は，1万1000フランの欠損であ

った．

　しかし，ワーグナーのこの試みは，失敗だつたかといへば，さうではなか

った．あるいは，大成功とさへ云へるかもしれない．それは，新聞での評

が，芳しくなかったにもか・はらず，これを機会に，パリの知識人のあひだ

に，一種のワーグナー熱とでも云ふべき風潮が芽生えたからである．フラン

ス語には，wagn6rismeといふ言葉があるが，その発生は，じつに，この

3回のコンサートにあった．

　ワーグナー熱に冒されたのが，どのやうな人たちだったかも，興味があ

る．それは，まつ，．作家や詩人，そして画家などであった．ワーグナーが，

シェーンベルク，ブルックナーなどの大家をふくめて，後代の音楽家に与へ

た影響は，いふまでもなく，大へんに大きい。しかし，最初に，ワーグナー

を認め，ワグネリスムを興したのは，どちらかといへば，音楽家は少なく，

むしろ文学や絵画の：方面一とくに，文学者たちが多かった．このやうに音

楽だけの狭い領域をこえて，他の芸術の分野にも影響を与へだからこそ，ワ

グネリスムなのかもしれない．mozartismeやbeethov6nismeがなく，

wagn6rismeがある理由である．

　1860年1月から2月にかけての演奏会でも，まつ，．感激したのは，小説家

シャンフルリ　（Jules　Husson　Champfeury，1821－89）であり，そして，
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医者で，音楽愛好家であるガスペリー二（A．d．　Gasp6rini）であったが，

中でも，特筆すべきは，ボードレールである．このフランス象徴派の大詩人

は，2月17日，ワーグナーに手紙を送って，その音楽が自分のための音楽で

あるやうな気がしたと云ひ，「貴下は小生を本来の自分へとつれもどしてく

れた」と，賞讃してみる．

　このコンサートで，『トリスタン』前奏曲は，ペルリ鋸山ズにさへ分らな

かったのであるが，それも，2回，3回と回を重ねるにしたがって，このば

あひもまた，むしろ（音楽の）「素人」から，しだいに理解されて行き，3

回目の演奏がをはったときには，それまでになく，拍手が多かったと云ふ．

　パリでの家庭生活の方は，どうであったか．ミンナとの生活は，やはり，

うまく行かなかった．このころ，毎週水曜日の夜に，ワーグナー家では，サ

ロンが開かれてるた．常連の顔ぶれは，作家のシャンフルリや画家のギュス

ターブ・ドレ（Gustave　Dor6，1832－83）などのほかに，このパリ時代以

後しばしばワーグナー家に出入して，私たちに，ワーグナーに関する資料

を残してくれたマルグィーダ・フォン・マイゼンブーク（Malwida　von

Meysenbug，1816－1903），それから，リストの娘で，コージマの姉であ

り，フランス人の法律家エミル・オリグィエ（Emile　Ollivier）と結婚して

みるブランディーネ（Brandine，1835－62）といふやうな人々であった．

ワーグナーとブランディーネは，よく冗談口をき・合ふ間柄であったが，ミ

ンナが彼女に嫉妬した．それは，ミンナの一方的な勘ぐりとばかりはいへな

いのであって，ワーグナーとブランディーネとの関係は，人々の噂にのぼっ

たりもしたのである．

　3月半ば，皇帝ナポレオン3世の口添で，『タンホイザー』がオペラ座の

舞台にか・ることになった．ワーグナーの喜びは大きかった．しかし，いよ

いよ実現してみると，例の『タンホイザー』騒動となるのであるが，それは，

まだ10ケ月先の話である．この間，ワーグナーは，ブリュッセルに行き，2

回コンサートを開き（3月24日ζ28日），自ら指揮してみる．そのほかには，

オペラ座の『タンホイザー』のために，台本の（フランス語への）翻訳交渉
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や今日一般にこのオペラのパリ版と称するヴェヌス山の場の改訂拡大に精を

出してみた．

　7月はじめ，ミンナは湯治のために，フランクフノレトの近くのバート・ゾ

ーデン（Bad　Soden）に行ってみる．この温泉は，気管の病気や喘息，心臓

病などに効目があるさうであるから，ミンナの病気には，うってつけの場所

であったと思はれる．7月22日，ワーグナーには嬉しい知らせが入って来

た．パリ駐在ザクセン公使，ゼーバノ・男爵（Albin　Leo　von　Seebach，1811

－84）が伝へるところによると，7月15日附で，ワーグナーに対して，特赦

がおこなはれ，ザクセンをのぞく，ドイツ各国への入国が許可された．8月

12日，ワーグナーは11年ぶりにドイツに入り，ミンナの保養してみるバート・

ゾーデンに行った．翌日，ワーグナー夫妻は，フランクフルトに兄アルベル

ト（Abert　Wagner，1799－1874）をたつねてみる．

　10月には，ワーグナーの住んでみた家が，道路拡張のために，取壊しにな

るので，別のところに引越．まもなく，「チフス性の熱」（『わが生涯』）に冒

され，オペラ座のための『タイホイザー』の練習は，一じ，頓挫したが，そ

れも約3週間ごには，なんとか，再開された．

　1861年といふ年は，ワーグナーには，何よりも第1に，『タンホィザー』

事件の年である．164回のリノ・一サルの・ち，『タンホイザー』は，3月13

日，18日，25日の3回，オペラ座で上演された“けで，ワーグナーは以後の

公演を打切って了つた．

　ワーグナーの生涯は，一見，挫折の連続のやうにも見える．自作のオペラ

を，どこでもい・から，とにかく上演したいと八方手をつくすが，大抵はこ

とわられる．ワーグナーより前の世代，モーツァルトやベートーグェンの時

代には，芸術一とくに，音楽の中心地はウィーンであったが，ワーグナー

の時代，19世紀では，それはパリであった．パリで認められるのは，ヨーロッ

パで一当時の人々の意識からすれば，世界での「一流」の仲間入りを意味

する．ワーグナーも，そのパリに，2度，3度と挑戦するのであるが，その

度ごとに拒障される．しかし，ワーグナーの一生は，挫折の外観の下に，よ
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く見ると，透し模様となって「成功」が，くっきりと浮びあがって来る．借

金取りからのがれて，うまく，リガからも脱出できたし，ドレスデン暴動の

際にも，逮捕されずにすんだ．そればかりでない．新聞などでは，多く悪評

だつたにもか・はらず，まだ数は少ないが，強力な支援者，共鳴者，崇拝者

がみて，確実にふえてみる．今度のばあひも，このやうなスキャンダルに

遭ったのは，生涯の汚点だつたかといふと，必ずしも，さうではない．むし

ろ，ワーグナーにとって，プラスに働いたとさへ云へる．この事件のおかげ

で，ドイツでは，人々が急にワーグナーに関心をもつやうになったのであ

る．バーゲン国のフリードリヒ大公も，さうした中の1人であった．大公は，

『トリスタン』を首都カールスルーエで上演出来ないものか，と考へた．まへ

にも1度（この作品完成直後の59年），『トリスタン』をこの町で，といふ話

があったのであり，これで2度目の可能性である．ワーグナーは，早速，カ

ールスルーエにむかひ，大公夫妻に面会した．劇場監督のはなしによると，

今度もまた，前回同様，今こ・には力のあるソリストがみないといふのが，

最大の難点であった．ワーグナーは，ひとまつ，パリに引上げたが，歌手を

自分で探してみようと思ひたち，5月9日，ウィーンへ赴いた．

　，ウィーンでは，もう，ワーグナーはかなりよく名まへが売れてみた．丁

ど，宮廷オペラ劇場のレパートリーに，『ローエングリーン』が入ってみた

折だつたので，5月11日，ワーグナーは練習を見に行ってみる．完成して13

年，リストによって，ワイマルで初演されてから11年目にして，ワーグナー

は，はじめて，自分のこの作品を見たのである．ワーグナーは舞台のうへの

椅子に腰かけたま～，じっと，身じろぎもせずに，見つめてみたが，をはっ

た時には，感激のあまり，立ってるられなかった程であったと云はれる．5

月15日には，このオペラの公演に招待されたのであるが，幕間ごとに，満場

の拍手によって，作者ワーグナーは舞台のうへに呼び出された．全曲がをは

ったときには，会場をゆるがすばかりの拍手となり，ワーグナーは桟敷から

短いお礼の挨拶までしてみる1）．

　ワーグナーは劇場監督に，この歌手たちを，カールスルーエに貸してもら
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ひたいと頼んだが，監督は色よい返事をしなかった．それで，ワーグナーは，

それならいっそ，ウィーンで『トリスタン』を，と思ふやうになった．その

実現への可能性の感触もある程度つかんだので，またもカールスルーエに行

き，バーゲン大公に会って，こ・での『トリスタン』上演のむつかしさにつ

いて伝へてるる．

　ワーグナーは，近いうちにパリを離れる決心をした．しかし，次の定住地

は，まだ，決ってみない．とりあへず，ミンナは昨年同様，バート・ゾーデ

ンへ湯治に行き，ワーグナーは，いよいよウィーンで『トリスタン』の練習

がはじまるので，そちらへ行くことにした．このとき，「なやみ」の1つは，

飼ひ犬の運搬であった．ところが，さうかうして，出発発ちかのある日，ミ

ンナが犬のフィプス（Fips）をつれて散歩に出た途中，犬は路上にあった何

かの毒物に当ったらしく，急に様子がをかしくなり，はげしい息づかひをし

た．犬は，夜になって，ミンナのベットの下で死んだ．ワーグナーは，この

犬の死について，「動物は，子供のみない私たちの共同生活には，特に大事

なもの」であり，「この元気な，可愛らしい動物の突然の死は，すでに不可

能になって撃つた共同生活の中へ，決定的な亀裂のやうに入って来た」と云

ってみる（『わが生涯』，S．663）．

　7月11日，ミンナはバート・ゾーデンへ保養に出かけ，月末，ワーグナー

もそこに行ったが，8月1日には，ミンナがワーグナーをフランクフルトま

で送って来て，ワーグナーは，さらに，ワイマルにむかひ，ミンナは一旦ゾ

ーデンへ引返したのち，しばらく，ドレスデンに住むことになった．

　ワーグナーは，ワイマルで，リストに会ひ，そのあと，リストの娘のブ

ランディーネ夫妻と，バイエルンーアルプスのバート・ラィヘン・・ル（Bad

Reichenhall）に，産後の保養をしてみたコージマを見舞ってみる2）．8月

14日，ウィーン到着．ところが，何と，『トリスタン』の練習は中断してみ

た．理由は，トリスタンを歌ふ予定のテノール歌手アンダー（Alois　Ander）

が，風邪がもとで声が出なくなり，治療中であるといふのである．劇場監督

（Indendant）や支配人（Direktor）に3），練習は，いつ，再開されるかと
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訊いても，はっきりした返事がかへって来ない．ワーグナーは，ほかのテノ

ール歌手に当ってみたが，それも増があかない．困りはてたワーグナーは，

ドレスデンのミンナにあて・，長い長い手紙を書いて，自分の窮状を訴へて

るる．

　「この惨めさを，一緒に荷って下さい．私の状況をよく見て，私がほとん

ど押しつぶされさうになってみるすさまじいばかりの忠勇と心配とを察して

下さい．……私の古いオペラはいろいろのところで上演されてるますが，新

しい作品は，ほとんど，どうしょうもない困難に逢着してゐます．私はこれ

らの新しい仕事で，今日の時代と現在の劇場の能力よりも，はるかに一は

るかに前にす・みすぎました．すでに，カールスルーエでの『トリスタン』

も駄目になりました．私の反対者たちは他人の不幸をよろこんで，かう云ひ

ふらしてるます，あれは彼の最高の作品だが，しかし，上演不可能だ，と．

私はウィーンに来ました．アンダーは病気です．そして，結局，この冬は，

とてもこの男は当てに出来ないことが分つたのです．この運のわるさは，私

のオペラを舞台に上せないための理由に利用されてるるのです．……」（10

月19日）

　歌手アンダーの病気は，ワーグナーがいふとほり，たしかに，『トリスタ

ン』上演延期のための口実に利用された．ずるずると引きのばされたうへ，

結局は，上演とりやめとなるのであるが，劇場が一旦上演計画を立て・おき

ながら，途中から，その実現をしぶり出し，そして中止にしたのは，どうい

ふ事情だつたか．何と云っても，それは第1に，歌手が歌ひにくいといふ問

題であった．歌ひにくい，といふのは，音楽上の技術的なむつかしさもある

にはあったが，それよりも，歌手たちが自分の役割を十分に掴めなかったの

である．ワーグナーが，「今日の時代と現在の舞台の能力よりも，はるかに

一はるかに前にす・みすぎた」と云ってみるのは，そこのところを差して

みるであらう．

　パリのオペラ座での『タンホイザー』は，あのやうな騒動をおこすし，バ

ーゲン大公を頼ってのカールスルーエでの『トリスタン』⊥演も陽の目をみ
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なかったし，今度こそはと思ったウィーンでの『トリスタン』も，77回も練

習を重ねたすゑ，またまた，オジャンになって了ふのである．もっとも，上

演中止が決定したのは，2年この1863年3月であり，ウィーンからのその知

らせを，ワーグナーは演奏旅行中のモスクワで受けとってみる．

（3）

　ワーグナーは，失意の中で，次の作品，『マィスタージンガー』にむかふ．

このやうなときに，仕事をする以外，一体，ほかに何があるであらうか．そ

れに，このオペラは，楽しい，愉快な題材を取りあつかってみる．このやう

な創作に没頭すれば，気もちも晴れやうといふものである．さうしてるるう

ちに，11月早々，グェーゼンドンク夫妻が，ヴェニスにワーグナーを招待し

た．ワーグナーは，こ、で，マティルデに『マイスタージンガー』の第1草

稿をあづけておいたが，あれを戻してもらひたいと云った．ワーグナーが，

ヴェニスにみたのは，11月6日から11日まで・あるが，このあひだに，ティ

ツィアーノの絵画「マリアの昇天」4）を見て，『マィスタージンガー』を完成

させようと決心してみる（『わが生涯』，S．684）．この絵と『マイスタージ

ンガー』が，どういふ関係にあるかは問題であって，強ひて，類縁性をさが

さうとする人々もみるし，また，2つのあひだには，特別の因果関係は存し

ないが，インスピレーションを与へるとは，さうしたものだ，とする見方も

ある．目の人と耳の人とに分けると，ワーグナーは，いふまでもなく，耳の

人であり，絵画とはあまり接触がなかったやうに思へるが，ミラノではレオ

ナルドの「最後の晩餐」を見てみるし，そのほかにも，ファン・ダィクの

「幼児キリストの前の聖アントニウス」とクレスピ（Daniele　Crespi，1590

－1630）の「ステファンヌの殉難」に感歎してをり，予想以上に，美術にも

興味をもつてみたのかもしれない．

　ワーグナーは，ヴェニスに1週間ほどみて，ウィーンにかへる汽車の中

で，『マィスタージンガー』の前奏曲の主要部分が思ひついたと云ってみる．
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元気づいたワーグナーは，ウィーンにつくと，さっそく，マイスタージン

ガーについて調べはじめ，グリムやワーゲンザイル（Johann　Christoph

Wagensei1，1633－1705）の著書5）によって，「マイスター歌」（Meisterge－

sang）の概要に通じた．これらの本を読んでみて，はじめて，ワーグナー

は，自分がその方面に，いかにうとかったかを思ひ知らされた．今日，わた

したちは，ワーグナーのこのオペラのおかげで，「マイスター歌」が，いか

なるものであったかを，射つ取りばやく，知ることが出来る．ワーグナーは

詩作するに当って，かういふ風に，資料を漁り，確実な史実をふまへてみ

る．『ローエングリーン』や『マィスタージンガー』は，歴史劇の側面も有

ってみるのであり，そこのところにも，また，1つの価値が認められる．

　「マイスター歌」といふのは，14世紀から17世紀にかけてドイツ各地で

盛んだつた詩歌である．作者は職人の親方（Meister），つまり，　Meister－

singer（親方歌手）であり，形式は，1時代まへの宮廷詩人の歌である「恋

愛歌」（Minnesang）にもとづき，蟹座な規則にしたがって作られた．「マ

イスター歌」は「恋愛歌」の職人版であり，わが国の連歌から連句への推移

に，ある程度平行すると見ても，あまり勝手な類推とばかりは云はれまいと

思ふ。

　ワーグナーは改めて，『マイスタージンガー』の散文草：稿にとりか・つた．

第1稿は，45年の7月16日，マリーエンバートで書き，マティルデに渡した

ものがあり，今度のが第2稿になるのであるが，それを11月14日から16日く

らみのあひだに，ホテ・レ「皇后エリーザベト」で書いたと思はれる．第1稿

では，ワルターもエーファも，まだ名まへが決らず，若い男，少女となって

をり，第2稿でも，まだ，コンラートとエンマとなってみる．この第2稿の

末尾には，「マイスター歌」の作歌規則（Tabulatur）までメモしてあり，

ワーグナーの勉彊のほどがしのばれる．ワーグナーは，これを書き上げると

すぐに，もう1度稿を練りなほして，第3稿をつくり（11月18日），これを

マィンツの音楽出版社のショット社に，11月20日に，おくってみる．かうい

ふものをオペラにしたいと思ってみるが，出来上ったら，それを買ひとって
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くれるか，どうか，打診するためである．製作の予定日時は，無謀とまでは

行かなくとも，大胆だつた．翌62年1月1日までに台本完成，3月すゑまで

に第1幕の，6月までに第2幕の，9月までに第3幕の，それぞれ総譜を仕

上げるといふのである．

　ワーグナーは，11月30日，ウィーンを発ち，パリにむかった．途中，マィ

ンツに立ちよって，12月3日，ショット社の社員や招待客をまへに，『マィ

スタージンガー』の草稿を朗読，ショットは1万フランの前払ひを承諾し

た．た“し，この金は『マイスタージンガー』完成のためだけに使ひ，約束

の期日厳守といふのが，条件であった．

　ワーグナーがまだウィーンにみた11月24日は，ワーグナー夫妻の結婚満25

年目の口であり，銀婚式に当る，ワーグナーは，この日，ドレスデンのミン

ナに金の腕輪を贈ってみる．2人の間柄は，もはや，決定的といへるほど

に，はなればなれになってみたけれども．このころでもなほ，しかし，ワー

グナーはミンナにあて・，嬉しいことも，苦しいことも，こまごまと知らせ

てみる．たとへば，ウィーンで，『ローエングリーン』が喝釆を受けたこと

（5月16日），同じウィーンで，望みを托した『トリスタン』公演が無期延

期となり，すっかり世間から見離されて了つたこと（10月19日），など．2

人目別々に住んで，手紙のやり取りでなら，夫婦でゐられたが，同居する

と，たちまち，衝突するといふ状態であったのである．

　ところで，パリについたワーグナーを待ってるたのは，失望だつた．もと

もと今度のパリ入りは，メッテルニヒ侯爵夫人からの招待による．このオー

ストリアの聖旨大使夫人は，大使公邸には，使ってみない部屋があり，そこ

でワーグナーにゆっくり仕事をして貰はうと思ったのであったが，侯爵夫人

の母親が急死し，父親を自分たちのもとに引きとらねばならなくなり，ワー

グナーの使ふ部屋がなくなって了つたのである．仕方なく，ワーグナーは，

ホテル「ヴォルテール」といふ安宿の4階に小さな部屋を借りた．

　この年のクリスマスごろ，マティルデから『マイスタージンガー』の第1

草稿（マリーエンバート草稿）が戻って来た．しかし，この古い草稿は，役
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に立たなかった．ワーグナーは，新しい草稿をもとに，12月27日からリブレ

ットの執筆にとりか・り，約1ケ月で一応出来上り　（62年1月25日），1月

31日には，清書にまでこぎつけた．ショット社で話した予定表から，少しお

くれた程度である．

　ワーグナーはパリでの住まひの当てがはつれ，こんな小さな安ホテ・レに長

くみるわけにも行かず，心当りをいろいろ当ってみたが，皆からことわられ

たし，パリに住む特別の意味も今はなくなったので，どこか他のところに移

らうと物色しはじめた．2月1口，ワーグナーはパリをはなれ，カールスル

ーエに行き，バーゲン大公と会ってみるが，その折に，ワーグナーが生活の窮

状を訴へると，大公は，年2000グルデンの年金を約束したといふのである．

しかし，結果として，そのやうな支給は全くなかった．そもそも，この話の

根拠は，ワーグナーが2，3の友人に云ひふらしてるるところにあるらしい

のだが，どこまでが事実であるかはわからない．

　ワーグナーは，カールスルーエから更にマインツに行き，『マィスタージ

ンガー』の朗読会を開いてみる．これは早くからの計画であり，ウィーンで

いろいろ手助けしてくれた，作曲家のコルネリウス　（Peter　Cornelius，

1824－74）にも，ぜひ，出席してくれるやうに案内状を出してみる．ウィー

ンからマィンツまでは，やく800キロ，ほ9東京一岡山間にあたるから，当

時としては，かなりの長距離である．車中の時間だけで，25～6時間から30

時間か・つたであらう．それでも，コルネリクスはやって来た．少し遅刻し

たけれども．それはライン河の水嵩がまし，交通渋滞した・めであった．か

うしてはじまった『マイスタージンガー』朗読は，集った人々に大きな感銘

を与へた．

　2月8日，ワーグナーはマィンツとライン河をはさんで向ひ側にある小さ

な町ビーブリヒ（Bieblich）に行き，こ・で家を借り，しばらく住んでみる

決心をした．目下のところ，資金源であるショット社のあるマィンツにも近

いし，閑かではあるし，仕事には好都合であるかにみえたからである．1ま

つ，ワーグナーはホテルに宿をとり，2月9日には，グィースバーデンにグ
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ノー（Charles　Gounod，1813－93）の『マルガレーテ』（Mo79θ76漉θ）

（別名『ファウスト』）を見に出かけてみる．ドレスデンにみるミンナには，

ビーブリヒに来たことを知らぜ，もう1度，共同生活をするか，どうかは，

ミンナの判断にまかせると云ってみる．2月15日，ワーグナーはある建築家

の豪壮な邸宅（の1部）を借りて，そこに移り，やうやく落ちついた．21日，

とつぜん，ミンナが何の前ぶれもなくやって来た．新しい住まひでは，荷物

の整理が大へんだらうから，その手伝ひに来たといふのである．ところが，

次の日には，早くも夫婦は対立した．さらにまた，折りあしく，マティルデ

からの遅いクリスマス・プレゼントがと“き，事態は決定的となった．3月

3日，ミンナは腹を立て＼ドレスデンへ帰ってしまひ，ワーグナーはウィー

ンのコルネリクスへの手紙で，　「地獄の10日間だつた」と云ってみる（62年

3月4日）．

　ミンナが去ってから間もなく，ワーグナーはショット家での夕食会で，マ

ティルデ・マイヤー（Mathilde　Maier，1833－1910）といふ女性と知合つ

た．このとき，29歳，美しい顔立ちの，聡明な女性だつた．「マティルデ」

といふ志まへは，ワーグナーには，特別のひ＼“きをもつ．マティルデ・グェ

一白ンドンクと同名だからである．まるで，トリスタン伝説に出て来る「臼

き手のイゾルデ」を地で行ったやうである．トリスタンが白き手のイゾルデ

にひかれたのは，（金髪のイゾルデと同じ）イゾルデといふ名まへのせるで

はなかったか．ワーグナーもまた，マティルデといふ名まへに魅力を感じた

のであったか．

　マティノレデ・マイヤーは，父を早くなくし，母と姉と2人の伯母と一緒

に，マインツに住んでみた．（弟はパリで商費の見習中であった．）ワーグナ

ーはマィンツのマイヤー家を，しばしば訪れてみる．この女性は，ワーグナ

ーの悩みを，じッと黙って聞く「才能」の持主だつた．丁ど，ミヒャエル・

エンデ（Michael　Ende）の童話に出て来る少女モモ（Momo）のやうに．

ワーグナーとマティルデとのあひだには，1種の「恋愛」と呼べるものがあ

ったにはちがひないであらうが，ワーグナーが，一緒に旅行に出ようと云つ
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たとき，彼女は，冊が心配するから，とその誘ひを，うまくかはしてみる．

また，この少し後のウィーン時代，および，さらに後のシュタルンベルク湖

畔のペレット荘にみたときにも，ワーグナーはマティルデに家政を執ってく

れるやうにと頼んだが，これまた，馬追にことわられてるる．しかし，2人

の愛情一あるいは，友情は終生変りなくつぐいた．（マティルデ・マイヤ

ーは生涯独身だつた．）

　マティルデ・マイヤーは，『マイスタージンガー』のエーファになぞらへ

られることがあるが，いふまでもなく，ワーグナーとマティルデが会ふより

まへに，『マイスタージンガー』の台本は出来⊥つてをり，マティルデがエ

ーファのモデルではない．たぐし，この作品の作曲は，今まさに進行中であ

ったから，曲を作るうへには，彼女の存在が大いにワーグナーを鼓舞した

と云へる．マィンツで，マティルデ・マイヤーと会って間もなく，ワーグ

ナーのところに，もう1人の女性があらはれる．フリーデリケ・マイヤー

（Friederike　Meyer）である．マティルデ・マイヤーとマティルデ・グェ

ーゼンドンクは同名ゆゑにや・こしいのであるが，マティルデ・マイヤーと

フリーデリケ・マイヤーも，つゾりこそちがへ，発音が同じために，私たち

を混乱させる．

　（1862年）3月はじめ，ワーグナーはカールスルーエからビーブリヒにも

どる途中，フランクフルトに立ちよった．そこでたまたま見た喜劇に出演

してみたのが，フリーデリケである．この女優は，ウィーンで予定されて

るる例の『トリスタン』公演でイゾルデ役の歌手・レィーゼ・ドゥストマン

（Luise　Dustmann，1831－99）の妹といふ関係もあって，ワーグナーが3

卜すゑに，あらためて，フランクフルトをおとつれた際に，知合ひになって

みる．

　フリーデリケ・マイヤーは，ワーグナーが家事の手伝ひをたのむと，早

速，承諾して，ビーブリヒにやって来たが，間もなく，「狸紅熱」になった

と云って，大騒ぎをし，連絡をうけたフランクフルトの劇場監督グアィータ

（Guaita）が迎へに来た．それから少し・て，ワーグナーは，フリーデリケ
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がグアイータの愛人であることを知った．

　7月から8月にかけて，ワーグナーはビーブリヒで，多くの訪問客をもつ

た．ビューロー夫i妻（ノ・ンスとコージマ）が，しばらく逗留したのをはじ

め，ドレスデン蜂起のをりの同志で，長らく刑務所に拘置されてるたレッケ

ルが，13年ぶりで，娘をつれてたつねて来たし，フリーデリケの姉ドゥスト

マンも，ウィーンからやって来た．8堕すゑ，ビューロー夫妻を送りかたが

たフランクフ・レトに行き，そこで，フリーデリヶが王女役で出演してみたゲ

ーテの『タッソー』を見てみる．

　11月3日，ワーグナーはドレスデンに行った．ドレスデンでは，ミンナが

かつてワーグナーが住んでみたころにはなかった新しい区劃に，家をかりて，

ワーグナーを待ってるた．いつ帰って来てもい・やうに，快適な仕事部屋を

用意し，そして，自分は，嵌め込みベット（アルコーブ）つきの小部屋に甘

んじて．しかし，ワーグナーはこの家に4日泊った・“けで，11月7日，ビー

ブリヒにもどった．（これが，ワーグナーとミンナが顔を合せた最：後となっ

た．）

　ビーブリヒでは，小さいが，それにしても，愉快ではない事件が，もちあ

がった．広い邸宅の半分をワーグナーに貸してみた家主が，家全部を使ふ必

要が出来たから，といふ口実のもとに，立退きを要求して来たのである．ワ

ーグナしと家主とのあひだのさ・いな感情のゆきちがひが原因だつた6）．ワ

ーグナーは，仕方なく，マティルデ・マイヤーと一緒に，あちこち家探しを

してまはったが，さうおいそれとは見つからない．

　11月13日，ワーグナーは『トリスタン』上演を催促するために，ウィーン

へむかったが，かねてからフランクフルトには見切をつけて，グアィータと

の関係も清算したいと思ってみたフリーデリケが，途中ニュルンベルクから

合流して，2人は11月15日にウィーンに到着した．フリーデリケには，「ウ

ィーンでブルク劇場のオーディションを受ける」といふ目的があった．それ

にまた，フリーデリケにすれば，このときのブルク劇場の支配人が，ワーグ

ナーの友人ラウベ（Heinrich　Laube，1806－84）だったことも，ワーグナ
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一と一緒にウィーンに行く理由となった．

　ウィーンについた2人は，ワーグナーはいつものホテル「皇后エリーザベ

ト」に，フリーデリケは，「ムンシユ」（Munsch）に宿をとったと，ことさら

のやうに『わが生涯』に書いてあるが，それは，この自伝の筆記者がコージ

マであるのと無関係ではないかもしれない．

　ワーグナーは，さっそく，楽長エッサー　（Heinrich　Esser，1818－72）

に，『トリスタン』のその後の状況をたつねると，練習は熱心につ・“けられ

てるるといふことであったが，意外にも，ワーグナーとフリーデリケが一緒

にウィーンまで旅行したといふ事実が，『トリスタン』に，悪く影響しさうな

雲行になってきた．フリーデリケの姉で，イゾルデ役のドゥストマンは，か

ねてから，妹とグアィータとの関係を嫌ってみたのであるが，こ＼でまたも

ちあがった，ワーグナーとの「誤解されやすい関係」（mein　leicht　miB－

zuverstehendes　Verhaltnis　zu　ihrer　Schwester）のために（『わが生涯』，

S。719），すっかりワーグナーに腹を立て・了ひ，イゾルデ役を降りさうな様

子さへ見せ，ワーグナーをはらはらさせたのである．

　フリーデリケは，ブルク劇場とのあひだに，3回の客演契約を取りつけて

みたが，このときは病後で容貌がやつれてみたこともあり，本採用にはなら

なかった．ワーグナーは，ヴェニスへの転地療養をす＼め，彼女はそれにし

たがった．その・ち，グアイータとの仲を元にもどし，世間から身をひいて，

ひっそりとくらした．

　フリーデリケ・マイヤーは，ワーグナーの生涯に登場する女性たちの1人

として，わっか8ケ月の短い期間ではあったけれども，私たちの記憶に，い

つまでも残るのである．
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注

1）”lch　habe　mein　Werk　heute　zum　ersten　Male　geh6rt，　ausgefUhrt　von

　　eillem　KUnstlervereine，　dem　ich　keinen　zweiten　an　die　Seite　setzen　kann，

　　aufgenommen　von　einem　Publikum　in　einer　Weise，　daB　ich　beinahe　eine

　　Last　fUhle．　Was　so11　ich　sagen？Lassen　Sie　mich　sie　in　Demut　tragen，

　　diese　Last，　lassen　Sie　mich　nachstreben　den　Zielen　meiner　Kunst；ich

　　bitte　Sie，　mich　hierill　zu　unterstUtzen，　indem　Sie　mir　Ihre　Gunst　be－

　　wahren．‘‘（Glasenapp：1）σ3　Lθδθπ、R．πogπθ7s，皿，　S．322f．）

2）1860年10月12日，コージマには女の子が生れたが，産後，コージマは健康がすぐ

　　れず，咳がつ◎き，結核ではないかと疑はれ，61年春からライヘンハルに保養に

　　来てみた．

3）劇場監督はLanckoronski伯爵，支配人はSalvi．

4）ティソィアーノの「マリアの昇天」（Assunta）を，ワーグナーは総督宮殿

　　（Dogenpalast）で見たやうに云ってみるが，この絵は，1818－1919年，美術学

　　校（Accademia）にか・つてをり，ワーグナーもそこで見たはずである．なほ，

　　現在は，フラーリ致会（Frarikirche）の所藏．

5）○グリム『古ドイツの職人歌について」　（σ加74例　o”4θ鳩魏6η　1吻観θ飾

　　go3σ％g，1811）

　　○ワーゲンザイル「マィスタージンガーの優雅な作法について」（ybη467

　　ル話θゴs彦θ7s勿gθγ海oJ4sθ〃gθηK％η8’，1697，　Anhang　einer　N痴7励07gθ7　C加。η請）

6）家主が飼犬を虐待したとして，ワーグナーが非難したことがあり，また，フーグ

　　ナーのところの女中が，仕立屋と関係が出来たとき，ワーグナーは女中を弁護し

　　てやった．この2つを，家主は根にもったらしい（「わが生涯」，S．719）．
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        R. Wagner- seine zweite Wanderschaft

                                              Yoshihiro Ito

  Am 29. August 1858 kam Wagner ganz betrifbt in Venedig an.

Zwar hatte ihn der Zufall in die Lagunenstadt geschickt, doch war

diese zum Fortsetzen seiner noch nicht fertiggestellten Oper : Tristan

und Isolde der geeigneteste Wirkungsbereich. Seit den bertthmten

Sonetten aus Venedig A. v. Platens ist die Stadt fest der Tristan-

Sage verbunden. Indessen drohte der Krieg in Italien auszubrechen.

Wagner muBte von Venedig abreisen, wenn er nicht zwischen die

Fronten geraten wollte. Wagner begab sich nach Luzern in der

Schweiz, und dort vollendete er im August 1859 die Partitur des

Tristan. Aber er blieb auch diesem Ort nicht so lange. Er meinte,

daB nirgendwo anders als in Paris sich eine kUnstlerische Lebens-

auffrischung hinreichend zutragen k6nnte. So versuchte er in Paris

sein Glttck.

  Mitte Mtirz 1861 wurde sein Tannhdiuser dreimal an der GroBen

Oper gespielt. Wagner hatte beinahe Erfolg gehabt. Die Mitglieder

des Jocky-Clubs jedoch st6rten durch Lachen und Larm die Aufftth-

rungen. Der Fall ist als Tannhtiuser-Skandal bekannt. Niederge-

schlagen siedelte Wagner nach Biebrich bei Mainz Uber und plante

ein neues Werk: die Meistersinger. Er beabsichtigte dabei, sein

StUck Tristan in Wien auf die Btthne zu bringen, was ihm auch

diesmal miBlang.
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